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会場：札幌コンベンションセンター
主催：日本産業衛生学会
http://www.81sanei.jp/
交通： JR札幌駅バスターミナル

（3番）乗り場、1-3新札幌
行（約17分）、「札幌コンベ
ンションセンター」下車すぐ。
地下鉄東西線「東札幌」

駅下車徒歩約8分

q

会場：幕張メッセ国際展示場
主催：（社）日本分析機器工業会
http://www.jaimashow.jp/
交通： JR京葉線「海浜幕張」

駅下車徒歩5分

q

会場：金沢大学（角間キャンパス）
主催：大気環境学会
http://www.toptour.co.jp/conv/3402/jsae2008/
交通： JR金沢駅東口3番乗り

場、91・93・94・97金沢大
学（角間）行で34～37分。
「金沢大学中央」または「金
沢大学」下車すぐ。

q

会場：東京ビックサイト
主催：（社）日本洗浄技能開発協会、

日本産業洗浄協議会、日刊
工業新聞社

http://www.nikkan.co.jp/eve/08senjyo/
交通： りんかい線「国際展示場」

駅下車徒歩7分、ゆりかもめ
「国際展示場正門」駅下車
徒歩すぐ。

本社 〒213-0006 川崎市高津区下野毛1丁目8番28号
TEL・044-833-8900（代）FAX・044-833-2671

大阪支店 〒530-0043 大阪市北区天満4丁目13番6号
TEL・06-6354-5800（代）FAX・06-6354-5801

福岡営業所 〒812-0007 福岡市博多区東比恵3丁目27番1号
TEL・092-431-8803 FAX・092-481-5037

札幌営業所 〒060-0004 札幌市中央区北四条西12丁目1-28（日宝北
四条ビル6F）TEL・011-209-3675 FAX・011-272-9250

仙台営業所 〒983-0044 仙台市宮城野区宮千代3丁目2番14号（高時
ビル1F）TEL・022-782-1585 FAX・022-782-1586

北関東営業所 〒362-0048 埼玉県上尾市大字川217-3（藤和ビル）
TEL・048-725-5682 FAX・048-781-3078

名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町3-15（日重ビル3F）
TEL・052-332-5175 FAX・052-332-5176
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江戸中期の天文暦学

者兼医学者だった麻田

剛立（あさだ・ごうりゅ

う）は豊後国（大分県）

で生まれた。父は杵築

（きつき）藩の儒者であ

る。綾部絅斎（あやべ・けいさい）といった。

子供のころの剛立にこんなエピソードがあ

る。夕暮時に使用人の背に負われて外に出る

と、剛立はすぐ空をみて、

「あの星は何という名があるの」

ときく。使用人がたまたま星に知識があっ

たので教える。

背中の子は一度きいたら絶対に忘れない。

そのため、「あの子は神童だ」という噂が立った。

七歳ごろ、家の縁側で遊びながらしきりに縁

板に爪で傷をつけている。家の者が「何をし

ているの」ときくと、「この傷のように太陽が動

いています」と答えた。

しかもかれは「太陽は冬至から夏へかけて

は北へ動き、秋から冬にかけてまた南に戻っ

てきます」といって近所の人びとをびっくりさ

せた。こういうように剛立は子供のときから天

文に深い関心があった。

宝暦十（一七六〇）年五月一日に、日食があ

った。剛立は杵築でこれを観測した。そして

自分なりに計算し、「宝暦十三（一七六三）年

九月一日にまた日食がある」と予言した。

人びとはほんとうかなと半分疑った。が、実

際にこの日に日食があったのでみんなびっく

りした。

このころのかれは父の姓をそのままに綾部

正庵と名乗って、藩の医師をつとめていた。し

かし天文への関心を抑えることができず、なん

とかして天文学者になりたいと思った。藩に

このことを願い出たが、許可されない。

そこで剛立は思い切って脱藩し、大坂へい

った。そして大坂の学者中井竹山・履軒兄弟

の家に寄宿させてもらった。このとき故郷の

地名にちなみ麻田と姓

を変えた。

大坂で天文学を学ぶ

うちにかれがもっとも関

心を持ったのが「暦」だ

った。当時の暦は古く

から日本に伝わる陰陽学によっていたので、どう

しても現実に起る日食や月食などとズレが出る。

剛立は、「暦を正しくしなければ人間生活も

正しくいとなめない」と改暦を思い立った。

しかし当時暦の管理は朝廷がおこなってい

て、とくに天皇が最高の責任者だった。うかつ

に手をつけることができない。

剛立は直接体当たりせずに、間接的に自分

で望遠鏡をつくったり、観測器を改良したりし

て日夜天体の観測をおこなった。そしてその

実測の記録から独自の暦「時中法」を編み出

した。この暦法を「実験録推歩法」と銘打って

まとめた。

天明六（一七八六）年元旦の日食の予報をお

こない、これが幕府の評価するところとなった。

寛政七（一七九五）年に幕府も改暦を思い

立った。そして剛立を招こうとしたが、剛立は

高齢を理由に門人の高橋至時（よしとき）と間

重富（はざま・しげとみ）を自分の代わりとして

推薦した。

高橋と間はよく協力して寛政の改暦実現を

成功させる。晩年の麻田剛立はしだいに衰え、

弟子の高橋至時への手紙の中で「すっかり体

力が衰え、知力もうすれ、まるで五つか六つ

の子供のようになってしまった」と冗談半分に

嘆いている。

間重富は同門高橋至時への手紙の中で「麻

田翁は自分の学問を決して私することなく、惜

しみなく他人に与えつづけた。学説には多少

問題もあったが、実に大切な存在であった」と

書いている。

剛立は寛政十一（一七九九）年五月二十二

日に死んだ。満六十五歳であった。
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■

操作スイッチと結果表示画面を備えたハンディ
ー型の指示部と全長10mの通信ケーブルで接続
する検出部（チャンバー）とで構成。操作フロー
はフリーアクセル測定が中心で、シンプルな
ワンマン測定を可能とした。検出部は強力掃
気ファンによる汚れ防止設計でメンテナンスフリ
ー。金属ケースに電子部品を収納し、高温排気
ガスへの暴露、センサー部への電磁ノイズ防止に
配慮している。

Photo by Masayoshi Kajiura
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オパシメータによるディーゼル車の排出ガスの測定風景。
ろ紙のセッティングや交換の手間も要らず、測定も画面上
でできるので、数分で測定を終えることが可能となっている。

Photo by Katsura katja Yajima
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今回の開発は開発支援室の調整の下で特機部の設計
チームが協力し、進められた。

左・間口武さん　右・秋本健二さん


